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日
赤
病
院
・
道
の
駅 

花
の
駅 

千
曲
川 

の 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

足立会長 滝澤副会長

　

飯
山
日
赤
病
院
・
道
の
駅 

花
の
駅 

千
曲
川
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
、
木
島
平
村
芸
術
文

化
協
会
、栄
村
芸
術
文
化
協
会
、

野
沢
温
泉
村
の
皆
さ
ん
、
飯
山

市
芸
術
文
化
協
会
の
作
品
を
、

飯
山
日
赤
病
院
で
は
1
月
～
3

月
・
4
月
～
6
月
・
7
月
～
9

月
・
10
月
～
12
月
の
年
4
回
展

示
替
え
を
、
道
の
駅 

花
の
駅 

千
曲
川
で
は
1
ヶ
月
ご
と
に
展

示
替
え
を
行
い
、
作
品
を
鑑
賞

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
展
示
団
体
に
つ
い
て

は
左
記
の
と
お
り
で
す
、
お
立

ち
寄
り
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
飯
山
日
赤
病
院
展
示

4
月
～
6
月　

　

木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会

　

野
沢
温
泉
村
の
皆
さ
ん　
　

　

飯
山
水
墨
画
協
会

7
月
～
9
月　

　
サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
イ
チ　

　
手
芸
サ
ロ
ン　

飯
山
日
本
画

　

協
会　

栄
村
芸
術
文
化
協
会

10
月
～
12
月　

　

飯
山
市
書
道
協
会　

　
ち
ぎ
り
絵
グ
ル
ー
プ

　

千
曲
み
ず
ゑ
会　

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
み
ゆ
き
野

●
道
の
駅 

花
の
駅 

千
曲
川
展
示

4
月　

千
曲
み
ず
ゑ
会　
　

5
月　

水
墨
画

6
月 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
み
ゆ
き
野

7
月　
ち
ぎ
り
絵

8
月　
日
本
画

9
月　

書
道

10
月　
サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
イ
チ

11
月　

水
墨
画　
　
　
　
　

12
月　

千
曲
み
ず
ゑ
会

　飯山日赤病院での展
示の様子（この下の1
枚のみ「千曲川」での
展示の様子）

 

第
５
回
城
東
区
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

　

3
月
29
日
に
ス
ポ
ー
ツ
交

流
ス
キ
ー
姉
妹
都
市
で
あ
る
大

阪
市
城
東
区
で
、「
第
5
回
城

東
区
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
文
化
の
交
流
を
深
め
る
目
的

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
中
心

に
参
加
し
た
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
、
飯
山
市
よ
り
「
み
ゆ
き

野
吹
奏
楽
団
」「
飯
山
北
高
等

正
受
庵
担
雪
会
か
ら
正
受
庵
の
冊
子
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

教
育
委
員
会
か
ら
お
礼
の
感
謝
状
を
贈
呈

　
正
受
老
人
（
道
鏡
恵
端
禅
師
）

と
そ
の
徳
を
慕
い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
正
受
庵
の
護
持
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
正
受
庵 
担 

雪 

会
」（
足
立
福
二
会
長
19
人
）

か
ら
昨
年
、
正
受
庵
本
堂
大

改
修
工
事
完
成
、
会
創
立
30

周
年
を
記
念
し
て
刊
行
し
た
冊

子
「
長
野
県
史
跡　

正
受
庵
」

7
０
0
冊
を
教
育
委
員
会
に
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
正
受
老
人
の
教
え
、
正
受

庵
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い

か
ら
、
小
中
学
生
と
先
生
の
ふ

る
さ
と
教
育
の
副
読
本
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
そ
の
お
礼
と
し
て
3
月
26
日

に
教
育
長
室
で
足
立
会
長
、
滝

澤
秀
司
副
会
長
、
土
屋
稔
教
育

長
ら
が
出
席
し
、
土
屋
教
育
長

か
ら
足
立
会
長
に
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

参道「白隠蹴落し坂」　（左）鐘　楼　　（右）茶　室　

3月26日　春の雪が降る正受庵の様子

　みゆき野吹奏楽団と北高生の
混成演奏の様子（この下の1枚
のみ北高生と地元中学生の混成）

  

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
キ
ー
や

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
な
ど
を
は
い
て
、

早
春
の
な
べ
く
ら
高
原
を
散
策

し
自
然
を
満
喫
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
、
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
暖
か
い
日
差
し
の
中
、
多
く

の
参
加
者
が
汗
を
か
き
な
が
ら

残
雪
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

約
１
３
０
人
の
参
加
者
の
う

ち
市
外
か
ら
の
参
加
者
は
60
人

を
超
え
、
県
外
か
ら
も
30
人
ほ

ど
の
参
加
が
あ
り
、
毎
年
楽
し

み
に
し
て
来
ら
れ
る
方
も
多
く
、

な
べ
く
ら
高
原
恒
例
の
イ
ベ
ン

歩
く
ス
キ
ー
＆
雪
上
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
９
開
催

4
月
5
日　

な
べ
く
ら
高
原

学
校
吹
奏
楽
部
」
の
皆
さ
ん

が
参
加
。
前
日
の
夕
方
に
は
城

東
区
の
高
原
区
長
を
は
じ
め

各
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
り
心

温
ま
る
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

ま
た
会
場
入
口
で
は
飯
山
市
農

林
課
職
員
に
よ
る
飯
山
の
農
産

物
の
販
売
が
あ
り
、
大
盛
況
の

う
ち
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歩
く
ス
キ

ー
は
約
10
㎞
の
「
ば
り
ば
り
ス
キ
ー

コ
ー
ス
」
と
約
5
㎞
の
「
の
ん
び

り
ス
キ
ー
コ
ー
ス
」、
ほ
か
に
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
や
か
ん
じ
き
を
使
っ

て
歩
く
「
ゆ
っ
た
り
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

コ
ー
ス
」
が
あ
り
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
の
体
力
に
合
わ
せ
て
な
べ

く
ら
高
原
の
自
然
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後

は
「
森
の
家
」
で
お
楽
し
み
抽

選
会
が
あ
り
、
多
く
の
参
加
者

が
交
流
を
深
め
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。


